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一般質問

議
員　

上

戸
田
川
整

備
事
業
の

目
的
は
。

都
市
整
備
部
長　
治
水
の

ほ
か
、
景
観
や
自
然
環
境

に
も
配
慮
し
た
河
川
整
備

を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
、

親
し
み
や
す
い
水
辺
環
境

の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
今
後
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
上
戸
田
川
は

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
。

都
市
整
備
部
長　
上
戸
田

川
の
水
源
は
、
流
域
か
ら

流
入
す
る
雨
水
の
ほ
か
に
、

浄
化
槽
の
処
理
水
や
生
活

雑
排
水
で
あ
る
。
下
水
道

を
整
備
す
る
と
流
量
は
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

議
員　
現
在
で
も
流
量
は

毎
秒
20
リ
ッ
ト
ル
と
少
な

く
、
親
水
公
園
が
整
備
さ

れ
る
場
所
の
水
質
は
ほ
ぼ

排
水
の
水
質
で
あ
り
、
水

は
濁
っ
て
い
て
非
常
に
臭

い
。
解
決
す
る
た
め
の
水

量
確
保
の
方
策
は
。

都
市
整
備
部
長　
工
業
用

水
や
見
沼
代
用
水
の
活
用

な
ど
が
あ
る
。
親
水
空
間

と
し
て
の
魅
力
を
よ
り
豊

か
な
も
の
と
す
る
た
め
、

治
水
を
第
一
義
と
す
る
上

福
祉
部
長　
国
や
他
市
町

村
の
動
向
に
つ
い
て
も
注

視
し
な
が
ら
、「
子
育
て
相

談
ル
ー
ム
」
を
戸
田
市
版

ネ
ウ
ボ
ラ
と
し
て
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　
日
本
で
は
妊
娠
や

不
妊
治
療
の
正
し
い
知
識

が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

啓
発
に
努
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
成
人
式
で
の

冊
子
の
配
布
や
、
が
ん
検

診
の
受
診
勧
奨
通
知
で
の

情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
が
、
拡
充
し
て
い

く
。

議
員　

不
妊
治
療
費

助
成
制
度
に
お
い
て
、

対
象
と
な
る
治
療
を

医
療
技
術
の
進
歩
と

と
も
に
拡
大
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

福
祉
部
長　

標
準
的

な
治
療
と
な
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。

議
員　
少
子
化
と
い
う
社

会
的
課
題
の
解
決
、
そ
し

て
子
供
を
持
つ
と
い
う
男

女
共
通
の
幸
福
の
実
現
の

た
め
に
、
日
本
人
は
結
婚

や
家
族
と
正
面
か
ら
向
き

合
い
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
支
援
す
る
べ
き
。

妊
活
か
ら
支
援
す
る
戸
田

市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
男
女

の
多
様
な
生
き
方
を
認
め

て
い
く
中
で
、
課
せ
ら
れ

た
厳
し
い
現
実
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
必
要
と
考
え

る
。
導
入
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

議
員　

７

年
に
わ
た

る
不
妊
治

療
の
結
果
、

長
男
を
授

か
っ
た
。そ
の
経
験
か
ら
、

本
市
で
妊
活
支
援
を
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
子
育
て
支
援
ま
で
通

じ
る
場
所
と
し
て
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
ネ

※

ウ
ボ
ラ
を

参
考
に
、
妊
活
か
ら
支
援

す
る
戸
田
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ

設
置
の
見
解
は
。

2014 年（平成 26年）11月 9日日　2

　親と子、親同士のコミュニケーションの場を設けたり、育児について
の相談を受けたりさまざまな子育て支援を行っています。　
対象　市内在住で、乳幼児の家族や18歳以下の児童・生徒
開館時間　午前9時 30分～午後5時　※休館日は、日・月曜日、祝日（月
曜日が祝日のときは翌日休館）、年末年始　　◎登録・利用料は無料

　赤目保育所・昭和保育園では、お
もちゃや絵本などを用意していま
す。1年に 1度、半日の無料保育
体験が利用できます（1歳以上）。

マイ保育ステーション
  63‐2803赤目保育所／赤目町檀448‐3

昭和保育園／丸之内 67‐10   63‐1767

対象　市内在住で、母子健康手
帳の交付を受けた妊婦、未就園
児とその家族
開館時間　午前 9時～午後 4時
（平日）　※行事などにより変
更する場合があります。
初回の持ち物　印鑑、母子健康
手帳（妊婦）
◎登録・利用料は無料

N昭和保育所

ADSホール

昭和保育園

ADSホール
名
張
駅

名
張
駅銀行

名張小学校

名張幼稚園

ふれあい
至赤目

N

赤目小学校

公民館

コンビニ

至赤目滝

至
津
市

至
宇
陀
市

国道165号国道165号
宇陀川宇陀川

赤目口駅

赤目保育所

育児を応援する施設

　市では、フィンランドの子育て支援制度「ネウボラ（※脚注）」を参考に、妊娠・出産・育児の切れ目の
ない相談・支援の場やその仕組みを作りながら「名張版ネウボラ」として、さまざまな事業を展開しています。

…
本
年
度
か
ら
の
取
組
み

※
出
産
〜
乳
幼
児
期

産
前
・
産
後
の
支
援
を
強
化

　
こ
れ
ま
で
市
は
、
妊
娠
の
届
出
を
受

け
た
後
、
生
後
１
カ
月
以
降
に
主
任
児

童
委
員
が
乳
幼
児
宅
全
戸
を
訪
問
す
る

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
ま

で
、
妊
産
婦
と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
産
前
産
後
の
支
援

を
強
化
し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
育
て
支
援
制
度

「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
参
考
に
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
の
切
れ
目
の
な
い
相
談
・
支

援
の
場
、
ま
た
そ
の
仕
組
み
を
作
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
名
張
版
ネ
ウ
ボ

ラ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
市
内
全
15
地
域
に
は
、
福
祉
の
専
門

職
員
（
看
護
職
、
介
護
職
）
を
配
置

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
ま
ち
の
保
健
室
が

あ
り
ま
す
。
名
張
版
ネ
ウ
ボ
ラ
で
は
、

ま
ち
の
保
健
室
職
員
を
、
妊
娠
か
ら
出

産
・
育
児
ま
で
継
続
的
に
相
談
支
援
を

行
う
「
チ
ャ
イ
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
」
に

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
モ
デ
ル

的
に
鴻
之
台
・
希
央
台
地
区
の
職
員
が

「
チ
ャ
イ
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
他
の
ま
ち
の
保
健
室
職
員

も
、
研
修
な
ど
を
経
て
、
「
チ
ャ
イ
ル

ド
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
活
動
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
で

の
マ
マ
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
の
中
で
、

出
産
前
の
心
配
事
と
し
て
、
「
お
っ
ぱ

い
が
出
る
か
心
配
だ
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
母
子
健
康
手
帳
発

こども支援センターかがやき

  67‐0250
桔梗が丘西 3‐3‐107

安心育児・おっぱい教室  妊婦さんも Welcome　◎参加無料
妊娠中の生活や、育児のちょっとした疑問を助産師がお答えします。
開催日　水曜日・木曜日
　◆午前 10 時～ 11 時 30 分
　和室でほっこりおしゃべりタイム
　◆午後 1 時～ 2 時　個別相談
持ち物　バスタオル1枚、フェイスタ
オル2 枚　母子健康手帳

N至伊賀市

近鉄大阪線近鉄大阪線

国
道
3
6
8
号

桔梗が丘駅

国
道
3
6
8
号

桔梗が丘駅

こども支援センター
かがやき
こども支援センター
かがやき

北中学校北中学校

助
産
師
に
よ
る
相
談
を
開
始

ありのママで― ～不安のない子育て環境を目指して～

名張版ネウボラ
特集

～妊娠・出産・育児の
　　　　切れ目のない支援～

行
日
と
合
わ
せ
、
助
産
師
に
よ
る
相
談

「
安
心
育
児
・
お
っ
ぱ
い
教
室
」
を
開

催
。
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き

で
も
、
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
産
を
終
え
退
院
し
た
あ
と

不
安
を
抱
き
や
す
い
と
き
に
保
健
師
や

助
産
師
が
電
話
を
掛
け
る
「
生
後
２
週

間
目 

全
戸
電
話
相
談
」
を
実
施
。
相

談
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
妊
婦

や
、
電
話
相
談
な
ど
で
不
安
が
大
き
い

妊
婦
に
は
、
保
健
師
や
助
産
師
が
個
別

訪
問
し
相
談
を
行
う
「
個
別
妊
娠
中
健

康
相
談
」
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
産
前
産
後
の
取
組
み
を
、

保
健
師
や
助
産
師
が
「
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
子
育
て
支
援
と
つ
な
い
だ
り
、
支
援

者
同
士
の
連
携
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

　

子育て全般を支援身近な保育所（園）での子育て支援

名
張
版
ネ
ウ
ボ
ラ

（※）ネウボラ…フィンランド語で「アドバイスの場所」を意味します。かかりつけの保健師が中心となり、産前・産後・子育てを切れ目なく支援する制度

妊娠 出産 子育て
妊娠の届出
母子健康手帳発行教室

主任児童委員による
こんにちは赤ちゃん
訪問（生後1～3カ月）

乳幼児健康相談（保健センター）など

保育事業（生後6か月～）

チャイルドパートナーによる相談・支援（まちの保健室）

産前・産後

地域の広場など

保健師・
助産師の訪問

必要な場合

4か月児健診妊婦健診 10か月児健診
  出産入院（約5日間）

医
療
機
関

助産師による「安心育児・おっぱい教室」（保健センター／ こども支援センターかがやき 

保健師・助産師による
　「生後2週間目 
　　全戸電話相談」

保健師・助産師による
「個別妊娠中健康相談」

妊娠活動から子育てまで
      支援する場の設置を
「子育て相談ルームで充実を図る」

遠藤 英樹 議員

戸
田
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ

水
量
確
保
の
た
め
の

　
　
　

  

方
策
は
あ
る
か

「
工
業
用
水
や
見
沼
代
用
水
な
ど
が
あ
る
」

中
山 

祐
介 

議
員

上戸田川整備

戸
田
川
に
合
っ
た
水
源
確

保
の
方
策
を
、
今
後
、
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

▲新曽第二土地区画整理事業地区内を流れる上戸田川

▶
名
張
版
ネ
ウ
ボ
ラ　

※
出
産
～
乳
幼
児
期

　

(

三
重
県
名
張
市
「
広
報
な
ば
り
」
よ
り
）

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
員　

必

修
化
が
検

討
さ
れ
て

い
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
に
関
し
、
全
国
に

先
駆
け
て
小
中
一
貫
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
て
は
。

教
育
部
長　
本
市
独
自
の

小
中
一
貫
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
り
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

議
員　
市
民
が
戸
田
音
頭

を
踊
る
光
景
を
録
画
し
、

ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
は
。

市
民
生
活
部
長　
と
だ
50

祭
で
の
流
し
踊
り
の
録
画
・

配
信
を
検
討
す
る
。

議
員　
①
市
役
所
南
通
り

の
自
転
車
レ
ー
ン
開
通
に

合
わ
せ
、
啓
発
パ
レ
ー
ド

の
実
施
を
②
自
転
車
レ
ー

ン
上
の
駐
停
車
対
策
を
。

市
民
生
活
部
長　
①
交
通

規
制
を
伴
う
街
頭
パ
レ
ー

ド
は
困
難
だ
が
、
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
実
施
す
る
。

都
市
整
備
部
長　
②
路
上

駐
車
抑
制
の
周
知
啓
発
を

行
う
他
、
ポ

※

ス
ト
コ
ー
ン

設
置
は
状
況
を
見
て
検
討
。

議
員　
①
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
小
中
学
生
や
子
育
て
世

小
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

　
　
　
　
　作
成
し
て
は

「
独
自
の
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
」

真
木 

大
輔 

議
員

プログラミング教育

▶
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
で
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
の
様
子

　
（
提
供
：
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

代
の
居
場
所
を
②
「
子

※

育

て
相
談
ル
ー
ム
」
を
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
駅
前
行
政
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
、
地
域

の
子
育
て
総
合
拠
点
（
戸

田
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
）
に
。

福
祉
部
長　
①
２
０
２
０

年
度
を
目
標
に
、
多
世
代

に
向
け
た
地
域
の
交
流
拠

点
と
し
て
の
見
直
し
を
図

る
②
解
決
す
べ
き
課
題
は

多
い
が
、
市
内
で
の
設
置

拡
大
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

自
転
車
レ
ー
ン
開
通
に

合
わ
せ
た
パ
レ
ー
ド
を

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
に

子
育
て
総
合
拠
点
を

戸
田
音
頭
の動

画
公
開
を

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
重
要
な
情
報
を
、
情

報
通
信
技
術
を
使
用

せ
ず
に
盗
み
出
す
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
へ
の
対

策
と
課
題
は
。

Ａ
物
理
的
対
策
、
人
的

対
策
を
既
に
進
め
て

い
る
。
隙
を
突
か
れ

な
い
対
策
の
徹
底
が

重
要
課
題
で
あ
り
、

職
員
等
の
知
識
・
意

識
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
て
い
く
。

９月 17 日、18 日の２日間にわたり、戸
田ボートコースにおいて全国市町村交流レ
ガッタ戸田大会が開催され、多くの市民ク
ルーが参加される中、戸田市議会は「サク
ラソウ」と「モクセイ」の２クルーが参加
しました。
「モクセイ」は残念ながら敗退しましたが、

「サクラソウ」は決勝戦に進出し、見事５位
入賞を飾り、開催市として、『ボートのまち
戸田』をアピールすることができました。

▲決勝戦で力漕する「サクラソウ」( 奥側）
▲キムチ作り体験教室

戸田市で開催された大会で、
議会クルーが見事入賞！！

第25回 全国市町村交流レガッタ戸田大会
議
員
互
助
会
で
は
、
７
月
27
日
、

姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
今
年
で
25
年

目
を
迎
え
る
美
里
町
と
の
議
員
交
流

会
を
、
美
里
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
前
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
、
遺
跡
の
森
館
の

視
察
、
キ
ム
チ
作
り
体
験
教
室
の
開

催
、
意
見
交
換
会
の
実
施
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
両
市

町
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

※ネウボラ……フィンランド語で“ネウボ＝アドバイス”、“ラ＝場所”という意味で、妊娠から出産、子供が生まれた
後も基本的には６歳まで切れ目なくサポートを提供する総合的な支援サービスを行う施設のこと。

※ ポストコーン設置……駐停車の多い自転車レーンと車道との境界上にゴム製のポールを立てることで、駐停車を抑止する方法。
※ 子育て相談ルーム……本年４月に福祉保健センターに設置された、妊娠期から子育て期までのワンストップ相談・支援施設。

美
里
町
議
会
と
の
交
流
会
を
実
施


